
職員研修参加者アンケート結果

参加者数 18名

所属団体
01 県・市町村 10
02 商工会議所・商工会8

担当業務
01 企画 12
02 情報 2
03 産業 4
04 その他 0

「SENAオープンデータライブラリ」を知っていたか
01 知っていた（使ったことあり）5
02 知っていた（使ったことなし）6
03 名前を聞いたことはある2
04 知らなかった 5

「オープンデータ」を知っていたか
01 よく知っていた 1
02 だいたい知っていた8
03 言葉は知っていたが意味は知らなった5
04 ほとんど知らなかった4
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「オープンデータ」を理解できたか
01 よく理解できた 5
02 だいたい理解できた12
03 理解できなかった0
04 回答なし 1

印象に残ったプログラムは
01 講演 6
02  データ入力体験 10
03 グループ討議･発表8

自分でオープンデータを使いたいか
01 既に使っている 1
02 機会があれば使いたい17
03 あまり使いたくない0
04 使いたいが使い方がわからない0
05 その他 0

オープンデータで活用すべき分野
ア 地域のまちづくり4.444444 80 18
イ 観光やイベントの案内4.5 81 18
ウ 地域文化の伝承3.941176 67 17
エ 地場産業の振興4.555556 82 18
オ 福祉の向上・充実4.375 70 16
カ 学校での教育・教材4.294118 73 17
キ 防災意識の向上4.666667 84 18
ク 犯罪の防止4.1875 67 16
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どのようなオープンデータが必要か
・オープンデータは活用法によっては多くの用途で使用できると思う。
 周知していくことで業種ごとの意見を取り入れるべき。
・公のデータだけでなく、⺠間のデータ（運営上問題にならないもの）
・危険な場所（道路など）事前に把握するためのオープンデータ。
・業務に関係する地域のデータ
・地域や世代によって、それぞれ必要なものは違うと思う。出せるデータは出すという方向で、
 受け取る側の選択に任せるしかないのでは。
・使い側の目的に応える形で整備されたもの→移住を考える人にとっての空き家、学校の情報。
 使う側の声に柔軟に対応できるように。
・データの更新日がはっきりした信頼できるオープンデータが必要。

感想など
・ＱＧＩＳは使ってみたい
・オープンデータについての認識を広めることがまず必要。それが不十分な状態では、
 利用もすすまないし、有効活動されない。
・活用の仕方によっては役に立つことが分かったので、ぜひ活用していきたい
・データの収集の方法（継続的な更新）を考える必要がある
・データをどう活用いていくかが大事だと思った。参加者がもう少しいると良かった。
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